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家畜衛生だより

家畜に異状が認められた場合は速やかに連絡してください！ 

庄内家畜保健衛生所： 0235-68-2151 （夜間・休日は緊急携帯電話へ転送） 

【発生農場の概要】 静岡県富士宮市 約 2,930 頭飼養 

【経 緯】 

・５月４日に農場から飼養豚に異状がみられる旨の通報が 

あったため、農場に立ち入り、検査を実施 

・精密検査を実施し、５月５日に豚熱の患畜と判明 

今年に入ってから、宮崎県での初発生事例も含め豚飼養農場で継続的に

豚熱の発生が確認されています。また、全国的に野生イノシシでの感染も

確認されているため、農場でのウイルス侵入防止対策が重要です。改めて

適切な飼養衛生管理を徹底してください。 

✓ 衛生管理区域の設定と立入制限  ✓ 畜産関係者の海外渡航自粛  

✓ 野生動物等の侵入防止 

▶防護柵の点検・保守、畜舎・堆肥舎等への防鳥ネットの設置・補修 

✓ 豚熱ワクチンのみで感染を防ぐことは出来ないことを十分に認識し、 

適切な飼養管理を徹底した上で、適時・適切な接種を行うこと 

✓ 立入記録の作成・保管 

✓ 豚の飼養管理情報（分娩、出荷、死亡、体調不良等）の記録と保管 

✓ 豚舎毎に専用長靴・衣服の設置、車両消毒の徹底等 

✓ 豚死体の適切な保管と処理     

✓ 健康観察と異状※時の早期通報 

    ※ 40℃以上の発熱、結膜炎、流死産等の症状が一定期間に増加 

   ※ 複数の繁殖豚・肥育豚が一定期間に突然死 

※ 耳、下腹部、四肢等にチアノーゼが認められる 
 

飼養衛生管理基準確認のポイント 


